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酷
暑
の
候
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
寺
門
興
隆
な
ら
び

に
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
の
推
進
に
ご

尽
力
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
群
馬
教
区
に
お
き
ま
し
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
再
び
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
、
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
中
で
も
、
本
年
三
月
に
伊
香
保

温
泉
・
ホ
テ
ル
木
暮
に
て
開
催
さ
れ
た
「
一

隅
を
照
ら
す
運
動
」
年
次
大
会
は
、
六

年
ぶ
り
の
宿
泊
研
修
と
い
う
節
目
を
迎

え
、
教
区
内
僧
侶
・
檀
信
徒
あ
わ
せ
て
約

二
百
五
十
名
が
参
集
い
た
し
ま
し
た
。
伝

教
大
師
の
「
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」

の
教
え
を
原
点
に
、
信
仰
の
意
義
と
地
域

と
の
共
生
を
見
つ
め
直
す
学
び
の
場
と
な

り
ま
し
た
。
講
師
の
荒
樋
勝
善 

一
隅
を
照

　

天
台
宗
は
令
和
七
年
一
月
十
日
、
第

二
百
五
十
八
世
天
台
座
主
探
題
大
僧
正
大
樹
孝

啓
猊
下
（
一
○
○
歳
）
が
ご
高
齢
な
ど
を
理
由

に
ご
譲
職
さ
れ
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
第
二
百
五
十
九
世
天
台
座
主
に
次

席
探
題
の
藤
光
賢
大
僧
正
（
九
州
西
教
区
金
乘

院・前
京
都
教
区
曼
殊
院
門
跡
門
主・九
十
三
歳
）

が
ご
上
任
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
月
一
日
、
滋
賀
院
門
跡
で
の
上
任
式
に
お

い
て
藤
座
主
猊
下
は
「
こ
の
閉
塞
感
に
覆
わ
れ

た
現
代
こ
そ
、
ま
ず
我
々
宗
教
者
が
自
戒
し
、

お
釈
迦
様
よ
り
祖
師
方
に
よ
っ
て
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
人
々
の
魂
を
救
済
す

る
み
教
え
を
、「
道
心
」
を
も
っ
て
拡
め
て
ま
い

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宗
祖
伝
教
大
師
の
鴻
恩

に
報
い
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
精
進
・
努
力
を

傾
け
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。」
と
お
言
葉
を

発
せ
ら
れ
、
上
任
式
後
に
は
伝
教
大
師
祖
廟
で

あ
る
浄
土
院
へ
上
任
の
ご
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
寺
で
は
、
伝
道
師
の
発
案
で
三
十
年

以
上
前
か
ら
、
夏
・
冬
に
座
禅
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
夏
は
七
月
二
十
一
日
か
ら
月
末
ま

で
の
十
一
日
間
、
冬
は
節
分
ま
で
の
一
週
間
、

早
朝
の
五
時
四
十
五
分
か
ら
三
十
分
行
い
ま

す
。
夏
期
座
禅
会
は
、
小
学
生
の
夏
休
み
に

合
わ
せ
た
も
の
で
、
毎
年
十
名
程
度
の
子
供

た
ち
も
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
頑
張
っ
た
子

に
は
皆
勤
賞
や
努
力
賞
と
し
て
記
念
品
を
渡

し
て
い
ま
す
。

　

以
前
私
は
、
子
供
に
座
禅
を
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
少
し
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
子
供
は
じ
っ
と
し
て
い
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
姿
勢
を
正
し
く
す
る
こ

と
も
難
し
い
。
ま
る
で
、
我
慢
大
会
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
、
本
来
の
座
禅
と
は
違
う

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
あ
る
時
、
子
供
の
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
監
督
さ
ん
の
言
葉
を

聞
い
て
、
そ
の
考
え
を
改
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
監
督
さ
ん
は
毎
年

一
月
三
日
に
行
っ
て
い
る
座
禅
会
の

後
で
「
座
っ
て
い
る
様
子
を
後
ろ
か

ら
見
て
い
る
と
、
子
供
の
成
長
や
そ

の
子
の
特
性
が
よ
く
分
る
ん
で
す

よ
。
昨
年
と
比
べ
て
、
じ
っ
と
座
っ

て
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
子
は

サ
ッ
カ
ー
も
上
達
し
て
い
る
し
、
練

習
で
は
と
て
も
上
手
で
も
、
ふ
ら
ふ

ら
し
て
い
る
子
は
試
合
で
集
中
力
が

続
か
な
い
ん
で
す
。
ほ
ん
と
は
も
っ

と
座
禅
を
や
ら
せ
た
い
」
と
い
う
の

で
す
。
そ
れ
を
聞
い
て
私
は
、
座
禅

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
応
じ
て
そ

の
効
果
や
意
味
が
そ
れ
な
り
に
あ
る

に
違
い
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
座
禅
の
有
効
性
は
、

近
年
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
か
Ｄ

Ｍ
Ｎ(

デ
フ
ォ
ル
ト
・
モ
ー
ド
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク)

と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
代
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
の
発
達
で
、
人
類
が

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど

脳
に
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
の
だ
そ
う

で
す
。
一
見
、
生
活
の
利
便
性
は
上
が

り
重
宝
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で

す
が
、
脳
科
学
者
に
よ
る
と
、
現
代
人

は
情
報
過
多
で
脳
が
大
量
の
情
報
を
処

理
で
き
ず
に
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

や
Ｄ
Ｍ
Ｎ
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
情
報

過
多
で
疲
弊
し
た
脳
、
混
乱
し
加
熱
し

た
脳
の
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
鎮
静
化

さ
せ
、
充
足
し
た
心
を
取
り
戻
す
の
に

座
禅
が
非
常
に
良
い
と
い
う
こ
と
を
う

ま
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
座
禅
と
い

う
も
の
が
一
般
の
人
に
も
っ
と
身
近
に

な
る
よ
う
、
い
つ
で
も
体
験
で
き
る
よ

う
な
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
お
寺
と

し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ら
す
運
動
総
本
部
長
か
ら
は
、
生

命
・
奉
仕
・
共
生
を
柱
と
す
る
「
一

隅
運
動
」
の
実
践
に
向
け
た
具
体

的
な
指
針
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
大

須
賀
亮
照
師
に
よ
る
支
部
活
動
報

告
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
寺
院

の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
た
交
流
を
通
じ
て
、

「
一
隅
の
灯
」
が
今
後
も
絶
え
る
こ

と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
五
月
に
は
前
橋
市
Ｊ

Ａ
ビ
ル
に
お
い
て
、
令
和
七
年
度

檀
信
徒
会
連
盟
・
伝
道
師
会
連
盟

の
総
会
並
び
に
合
同
研
修
会
を
開

催
し
、
真
摯
な
審
議
の
も
と
各
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会

で
は
、
ウ
ー
リ
ィ
妙
教
師
が
「
泥

水
に
染
ま
ら
な
い
生
き
方
の
実
践
」

と
題
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
仏

道
を
正
し
く
生
き
る
こ
と
の
大
切

さ
を
ご
講
義
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

煩
悩
に
満
ち
た
日
常
の
中
に
あ
っ
て

も
、
自
ら
を
灯
明
と
し
、
仏
の
教
え

を
拠
り
所
と
し
て
歩
む
尊
さ
を
、
あ

ら
た
め
て
胸
に
刻
む
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

信
仰
と
共
に
生
き
る
私
た
ち
は
、

日
々
の
生
活
の
中
に
こ
そ
「
報
恩
謝

徳
」
の
実
践
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
来
る
九
月
に
は「
第

十
回 

浄
法
寺
伝
教
大
師
報
恩
法
要
並

び
に
境
内
清
掃
奉
仕
活
動
」
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
師
の
ご
遺
徳

に
感
謝
を
捧
げ
、
清
掃
奉
仕
を
通
じ

て
そ
の
御
心
に
触
れ
る
こ
の
行
事
は
、

私
た
ち
が
仏
縁
を
深
め
る
大
切
な
ひ

と
と
き
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
多

く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
報

恩
の
心
」
を
と
も
に
体
現
し
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟
会
長

神
宮
　
直
仁
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令
和
七
年
五
月
二
日
、
藤

光
賢
天
台
座
主
猊
下
は
根
本

中
堂
を
は
じ
め
比
叡
山
全
山

を
巡
拝
し
座
主
上
任
を
奉
告

す
る
「
御
拝
堂
」
を
古
式
ゆ

か
し
く
執
り
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
十
二
日
に
は
京

都
御
所
、
聖
徳
太
子
御
廟
な

ど
を
参
拝
さ
れ
、
五
月
十
六

日
、
十
七
日
に
は
上
京
さ
れ

て
皇
居
で
の
ご
記
帳
、
な
ら

び
に
有
縁
寺
院
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
六
月
十
日
に
は
、

天
台
宗
最
高
の
慶
事
で
あ
る

「
傳
燈
相
承
式
」
に
臨
ま
れ

ま
し
た
。
法
雨
の
降
り
注
ぐ

な
か
約
一
五
〇
名
の
有
縁
僧

侶
の
行
列
と
共
に
根
本
中
堂

内
陣
に
入
堂
、
ご
本
尊
薬
師

如
来
ご
宝
前
に
お
い
て
歴
代

の
天
台
座
主
名
が
記
さ
れ
た

「
傳
燈
相
承
譜
」
へ
ご
署
名

さ
れ
般
若
心
経
を
読
誦
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
か
ら
は

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京

都
に
て
「
傳
燈
相
承
祝
賀
会
」

が
約
六
〇
〇
名
の
参
加
の
も

　

令
和
五
年
七
月
三
日
に
開
催

さ
れ
た
第
十
三
回
「
一
隅
を
照

ら
す
運
動
」
群
馬
大
会
に
お
い

て
、
書
家
・
金
澤
翔
子
氏
に

よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
た
作
品
「
共

に
生
き
る
」
が
額
装
さ
れ
、
宗

務
所
の
応
接
間
に
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
言

葉
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を

持
つ
人
々
が
互
い
を
尊
重
し
合

い
、
支
え
合
い
な
が
ら
生
き
て

い
く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

法雨の行道 入堂前の様子

「傳燈相承譜」へのご署名 根本中堂法要の様子

代表としてスピーチを述べる三浦宗務所長 座主猊下のお言葉

作品「共に生きる」

傳
燈
相
承
式

傳
燈
相
承
式

金
澤
翔
子
氏
「
共
に
生
き
る
」
額
装

金
澤
翔
子
氏
「
共
に
生
き
る
」
額
装

注
目
の
書
家

注
目
の
書
家

〈 

金
澤
翔
子
氏　
紹
介 

〉

　
一
九
八
五
年
誕
生
。
東
京
都
出
身
。

五
歳
か
ら
母
に
習
い
書
を
始
め
る
。

二
〇
歳
の
時
、
銀
座
で
初
の
個
展

を
開
催
。
そ
の
後
、
延
暦
寺
、
法

隆
寺
、
東
大
寺
、
薬
師
寺
、
中
尊
寺
、

建
仁
寺
、
熊
野
大
社
、
厳
島
神
社
、

三
輪
明
神
大
神
神
社
、
大
宰
府
天

満
宮
、
伊
勢
神
宮
、
春
日
大
社
等

で
個
展
・
奉
納
揮
毫
。
福
岡
県
立

美
術
館
、
愛
媛
県
立
美
術
館
等
で

個
展
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
チ
ェ
コ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ド
バ
イ
、
ロ
シ

ア
等
で
個
展
を
開
催
す
る
。

と
盛
大
に
行
わ
れ
、
天
台
宗
宗

務
所
長
会
会
長
を
務
め
る
群
馬

教
区
三
浦
祐
俊
宗
務
所
長
が
お

祝
い
の
お
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

以
下
、
三
浦
所
長
の
ス
ピ
ー

チ
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
「
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

天
台
宗
宗
務
所
長
会
会
長
を

務
め
て
お
り
ま
す
、
群
馬
教
区

の
三
浦
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

藤
光
賢
座
主
猊
下
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
第
二
百
五
十
九
世

天
台
座
主
ご
上
任
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

愈
々
、
ご
健
勝
に
て
、
宗
門

の
諸
行
事
や
総
本
山
の
法
要
な

ど
、
日
夜
お
勤
め
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
、
心
よ
り
ご
尊
敬
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
ご
法
体

お
健
や
か
に
て
、
私
達
、
宗
徒

並
び
に
檀
信
徒
、
併
せ
て
、
宗

務
所
長
会
へ
の
ご
教
導
、
お
導

き
を
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

座
主
猊
下
の
お
言
葉
「
宗
祖

大
師
様
の
『
己
を
忘
れ
て
他
を

利
す
る
』
の
、
み
教
え
の
実
践

者
が
増
え
る
こ
と
で
真
の
平
和

が
訪
れ
安
寧
な
世
が
実
現
す
る
」

の
通
り
に
、
私
達
は
一
層
の
精

進
と
努
力
に
務
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

座
主
猊
下
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
、
ご
健
勝
に
て
お
過

ご
し
い
た
だ
き
た
く
、
ご
自
愛

下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

　

ご
上
任
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。」



群 馬 天 台2025年／令和 7年 8月 1日 （3）第 95号

一隅を照らそう

　
「
令
和
六
年
度
群
馬
教
区
特
別

研
修
会
」
が
、
教
区
教
学
布
教

法
儀
研
修
所
（
小
作
昌
隆
所
長
）

と
の
共
催
で
、
令
和
七
年
二
月

十
日
に
渋
川
市
伊
香
保
町
の
ホ

テ
ル
木
暮
に
て
開
催
さ
れ
、
教

区
内
住
職
約
八
〇
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

第
一
講
座
で
は
、
前
天
台
宗

参
務
教
学
部
長
・
信
越
教
区

領
法
寺
住
職
岩
田
真
亮
師
が

『
五
百
年
の
旅
・
千
年
の
旅
〜
日

頃
の
法
話
か
ら
〜
』
と
題
し
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
仏
教
が
イ

ン
ド
か
ら
中
国
へ
伝
わ
る
の
に

五
〇
〇
年
、
中
国
か
ら
日
本
へ

伝
わ
る
の
に
五
〇
〇
年
の
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
や
、
訳

経
僧
の
玄
奘
三
蔵
が
西
域
の
旅

　
令
和
七
年
三
月
六
日
、
令
和
六
年

度
群
馬
教
区「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

年
次
大
会
（
檀
信
徒
宿
泊
研
修
会
）

が
、
渋
川
市
伊
香
保
町
の
ホ
テ
ル
木

暮
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
は
教
区
内
の
僧
侶
並
び
に
檀
信
徒

約
二
五
○
名
が
参
加
し
、
講
演
や
活

動
報
告
、
懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、

伝
教
大
師
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
信
仰

の
深
化
と
地
域
活
動
の
活
性
化
に
努

め
ま
し
た
。

　
本
大
会
は「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

群
馬
教
区
本
部（
三
浦
祐
俊
本
部
長・

門
倉
政
仁
会
長
）、
教
区
檀
信
徒
会

連
盟
（
神
宮
直
仁
会
長
）
と
の
共
催
。

コ
ロ
ナ
禍
を
は
さ
ん
で
六
年
ぶ
り
の

宿
泊
研
修
実
現
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
、
物
故
者
回
向
法

要
が
営
ま
れ
、
三
浦
祐
俊
宗
務
所
長

を
導
師
に
、
門
倉
政
仁
教
区
一
隅
会

岩田真亮師

星野最宥参拝部長

に
て
膨
大
な
量
の
経
典
を
持
ち

帰
り
人
生
の
全
て
を
翻
訳
に
捧

げ
た
こ
と
、
玄
奘
三
蔵
が
イ
ン

ド
に
辿
り
着
か
な
け
れ
ば
中
国

に
は
戻
ら
な
い
と
い
う
決
意
を

表
し
た
言
葉
「
不
東
（
東
せ
ず
）」

を
紹
介
し
、
我
々
僧
侶
が
い
か

に
決
意
を
持
っ
て
檀
信
徒
と
向

き
合
い
仏
教
を
伝
え
広
め
る
こ

と
が
出
来
る
か
が
大
切
で
あ
る

と
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
講
座
で
は
、
延
暦
寺

副
執
行
星
野
最
宥
参
拝
部
長

が
、『
比
叡
山
延
暦
寺
へ
の
誘
い
ざ
な

い
二
〇
二
五
』
と
題
し
、
平
成

二
十
八
年
よ
り
始
ま
っ
た
根
本

中
堂
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
や
延
暦
寺
に
お
け
る

来
年
度
の
催
事
等
の
予
定
を
詳

し
く
説
明
さ
れ
、
滋
賀
県
か
ら

の
依
頼
で
大
阪
・
関
西
万
博
に

て
天
台
声
明
を
披
露
す
る
こ
と

等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
研
修
生
代
表
か
ら

は
「
こ
の
貴
重
な
お
話
を
檀
信

徒
の
教
化
活
動
に
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
精
進
い
た
し
ま
す
」
と

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
同
日
午
後
六
時
か

ら
は
、
教
区
新
年
総
会
並
び
に

古
希
叙
勲
慶
祝
及
び
原
徳
明
師

天
台
宗
参
務
就
任
祝
賀
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
延
暦
寺
副
執

行
今
出
川
行
戒
教
化
部
長
の
祝

辞
に
続
い
て
、
叙
勲
表
彰
者
二

名
、
古
希
を
迎
え
ら
れ
た
五
名
、

天
台
宗
参
務
原
徳
明
社
会
部
長

に
、
三
浦
所
長
よ
り
教
区
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

修了証授与

長
、
高
木
照
範
・
桑
原
弘
順
同
副
会

長
、
眞
木
興
空
宗
務
副
所
長
の
出
仕

の
も
と
、
参
加
者
一
同
と
共
に
「
天

台
の
お
つ
と
め
」
を
唱
え
、
災
害
物

故
者
な
ら
び
に
教
区
檀
信
徒
物
故
者

へ
、
追
善
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
、

天
台
宗
参
務・原
徳
明
社
会
部
長（
高

崎
部
・
満
勝
寺
住
職
）
か
ら
、
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
講
師
に
は
、
第
一
講
に

天
台
宗
参
務
・
荒
樋
勝
善
「
一
隅
を

照
ら
す
運
動
」
総
本
部
長
、
第
二
講

に
北
群
馬
部
法
峰
寺
支
部
長
の
大
須

賀
亮
照
師
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
荒
樋
総
本
部
長
は
『
天
台
宗
「
一

隅
を
照
ら
す
運
動
」
の
基
本
方
針
及

び
推
進
事
業
に
つ
い
て
』
と
題
し
て

講
演
し
、伝
教
大
師
が
示
さ
れ
た「
己

を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」
の
精
神
を

社
会
に
広
め
る
こ
と
が「
一
隅
運
動
」

の
根
本
理
念
で
あ
る
と
解
説
し
、
実

践
三
つ
の
柱
〔
生
命
・
奉
仕
・
共
生
〕

を
テ
ー
マ
に
、
各
家
庭
か
ら
具
体
的

な
実
践
を
始
め
る
よ
う
会
場
に
呼
び

か
け
、
活
動
の
意
義
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
説
か
れ
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
講
で
は
、
大
須
賀
師

が
「
支
部
活
動
事
業
報
告
」
と
し
て
、

自
坊
境
内
に
ホ
タ
ル
を
育
成
し
地
域

に
癒
し
を
提
供
す
る
「
み
さ
と
ホ
タ

ル
の
会
」
の
活
動
を
紹
介
し
、「
自

坊
の
歴
史
、
立
地
、
環
境
を
生
か
し

て
人
々
の
集
う
お
寺
を
目
指
し
た

い
」
と
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
一
同
、
貴
重
な
講
演
か
ら

学
び
を
深
め
る
と
共
に
懇
親
を
深

め
、
今
後
の
運
動
の
更
な
る
推
進
に

向
け
心
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

物故者回向法要

荒樋勝善「一隅を照らす運動」総本部長

大須賀亮照法峰寺支部長

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
年
次
大
会
を
開
催

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
年
次
大
会
を
開
催

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

　
　

群
馬
教
区

　
　

群
馬
教
区

特
別
研
修
会

特
別
研
修
会

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度



眞木興空天台宗人権啓発委員

藤井祐心群馬教区社会主任

山田剛部落解放同盟群馬県連合会副委員長

講演の様子

総会・研修会の様子

集合写真

（4）群 馬 天 台2025年／令和 7年 8月 1日 第 95号

一隅を照らそう

天
台
宗
教
誨
師
会

天
台
宗
教
誨
師
会  

総
会
・
研
修
会

総
会
・
研
修
会

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

教
誨
師
と
は
、
刑
務
所
・
拘
置
所
・
少
年
院
な
ど
で
、
受
刑
者
の

更
生
を
支
援
す
る
宗
教
家
の
こ
と
で
、
天
台
宗
に
は
全
国
に
四
十

名
の
教
誨
師
（
令
和
七
年
五
月
現
在
）
が
お
り
、
各
矯
正
施
設
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
七
年
五
月
二
十
九
日
か

ら
三
十
日
に
か
け
て
、
天
台
宗

教
誨
師
会
の
総
会
並
び
に
研
修

会
が
、
伊
香
保
町
・
岸
権
旅
館
、

榛
東
村
・
榛
名
女
子
学
園
を
主

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
に
は
全
国
か
ら
十
六
名

の
会
員
と
寺
婦
五
名
が
参
加
。

ま
た
、
天
台
宗
よ
り
原
徳
明
参

務
社
会
部
長
（
高
崎
部
・
満
勝

寺
住
職
）
の
ご
臨
席
を
い
た
だ

い
た
他
、
赤
松
善
暢
社
会
課
長

及
び
社
会
課
職
員
が
事
務
局
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
、
高
崎
駅
に
集
合
し

た
一
行
は
、
北
群
馬
部
・
水
澤

寺（
山
本
徳
明
住
職
）を
参
拝
し
、

住
職
よ
り
法
話
を
い
た
だ
い
た

後
、
台
湾
臨
済
宗
・
佛
光
山
法

水
寺
の
国
内
総
本
山
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伊
香
保
町
・
岸
権

旅
館
に
場
所
を
移
し
、
令
和
七

年
度
総
会
を
開
催
し
た
後
、
意

見
交
換
会
を
行
い
、
矯
正
施
設

ご
と
に
異
な
る
教
誨
の
実
情
や
、

会
員
各
自
が
実
施
し
て
い
る
教

誨
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
三
浦
祐
俊

群
馬
教
区
宗
務
所
長
、
綾
小
路

乘
俊
・
谷
晃
仁
両
宗
議
会
議
員

を
ご
来
賓
に
お
招
き
し
懇
親
会

を
開
催
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
有
意
義
な
情
報
交
換
と

懇
親
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
榛
名
女
子
学
園

（
十
四
歳
以
上
二
十
歳
未
満
の
女

子
を
収
容
す
る
少
年
院
）
を
訪

問
し
、
学
園
長
よ
り
施
設
説
明

を
受
け
た
後
、
収
容
中
の
女
子

と
の
集
合
面
談
の
時
間
を
設
け

て
い
た
だ
き
、
各
人
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
人
生
や
仏
教
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
教
誨
師
が
回
答

助
言
を
行
う
等
、
実
り
あ
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
群
馬
名
物
で
あ
る

水
澤
う
ど
ん
の
昼
食
の
後
、
Ｊ

Ｒ
高
崎
駅
へ
移
動
し
、
全
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

群
馬
教
区
人
権
啓
発
研
修
会

群
馬
教
区
人
権
啓
発
研
修
会

第
十
二
回

第
十
二
回

　

令
和
七
年
二
月
十
三
日
、
群

馬
教
区
宗
務
所
に
て
「
第
十
二

回
群
馬
教
区
人
権
啓
発
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
、
教
区
内
僧
侶
並

び
に
寺
庭
婦
人
約
六
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
眞
木
興
空
天

台
宗
人
権
啓
発
委
員
に
よ
る
令

和
六
年
度
天
台
宗
人
権
啓
発
委

員
会
の
報
告
、
藤
井
祐
心
群
馬

教
区
社
会
主
任
に
よ
る
群
馬
教

区
人
権
啓
発
委
員
会
の
規
約
説

明
と
事
業
報
告
の
後
、
部
落
解

放
同
盟
群
馬
県
連
合
会
副
委
員

長
の
山
田
剛
氏
が
『
現
代
に
お

け
る
部
落
問
題
の
実
態
』
と
題

し
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
田
氏
は
、
自
身
の
経
験
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
差
別

事
件
の
事
例
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、
部
落
の
お
か
れ
る
差
別

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
。
そ

し
て
、
二
〇
一
六
年
の
部
落

差
別
解
消
推
進
法
施
行
を
受

け
、
今
後
そ
の
「
解
消
法
」

に
則
り
各
自
治
体
で
部
落
差

別
解
消
推
進
条
例
が
制
定
さ

れ
る
こ
と
が
、
差
別
を
無
く

し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る

と
訴
え
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、
群
馬
教
区
人

権
啓
発
委
員
よ
り
「
今
も
部

落
差
別
が
続
い
て
い
る
と
い

う
現
状
を
改
め
て
認
識
し
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
差
別
問

題
と
い
か
に
向
き
合
っ
て
い

く
か
を
、
真
剣
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
実
感
し
た
」
と

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。



高崎警察署生活安全課署員

眞木興空宗務副所長

防犯対策の紹介研修の様子

林祐進教区議会議長

群 馬 天 台2025年／令和 7年 8月 1日 （5）第 95号

一隅を照らそう

林
祐
進
教
区
議
会
議
長
（
南
前
橋
部
光

琳
寺
住
職
）
に
よ
る
被
害
の
報
告

　

林
師
よ
り
、
実
際
に
侵
入
被
害
に

遭
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
害
当
時
の
具
体

的
な
様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
就
寝

中
の
深
夜
に
犯
行
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
朝
の
勤
行
の
際
に
不
審
な
点
に
気

づ
い
た
こ
と
な
ど
、
緊
迫
し
た
様
子
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
部
内
複
数
寺
院
で
同
時

多
発
的
に
侵
入
盗
事
案
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
併
せ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー

プ
等
に
よ
る
早
期
の
情
報
共
有
と
、
宗

務
所
へ
の
被
害
報
告
の
必
要
性
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

天
台
宗
災
害
補
償
制
度
・
村
上
憲
一

郎
氏
に
よ
る
盗
難
被
害
補
償
に
関
す

る
説
明

　
村
上
氏
よ
り
、
盗
難
被
害
に
対
す

る
補
償
制
度
の
内
容
や
手
続
き
に
つ

い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
寺

院
が
加
入
可
能
な
保
険
制
度
の
内
容

や
、
被
害
発
生
の
具
体
的
な
補
償
の

仕
組
み
に
関
す
る
情
報
が
提
供
さ
れ

ま
し
た
。

増
加
す
る
寺
院
窃
盗
を
受
け

増
加
す
る
寺
院
窃
盗
を
受
け
防
犯
研
修
会
を
開
催

防
犯
研
修
会
を
開
催

新住職紹介

東前橋部 寳禪寺

小林 賢正 師

五
月
十
六
日

令
和
七
年

北群馬部 眞光寺

都筑 玄恭 師

五
月
十
六
日

令
和
七
年

西群馬部 壽命院

千葉 照峻 師

四
月
一
日

令
和
七
年

北群馬部 遍照寺

長谷川 照順 師

五
月
十
六
日

令
和
七
年

　

群
馬
教
区
で
は
令
和
七
年
四
月

十
七
日
、
教
区
内
寺
院
に
お
い
て
頻

発
し
て
い
る
侵
入
盗
被
害
を
憂
慮
し
、

教
区
宗
務
所
に
お
い
て
緊
急
の
防
犯

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
教
区
内
寺
院
の
安

全
・
安
心
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

被
害
状
況
の
共
有
・
防
犯
意
識
の
向

上
・
具
体
的
な
防
犯
対
策
等
を
学
習
す

る
た
め
、
多
方
面
か
ら
講
師
を
招
き
行

わ
れ
、
七
〇
名
に
及
ぶ
参
加
者
が
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
三
浦
宗
務
所
長
は
、

「
令
和
三
年
頃
か
ら
寺
院
を
狙
っ
た
侵

入
盗
事
件
が
始
ま
り
、
近
年
で
は
巧

妙
な
手
口
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
た
ち
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
寺
院

の
財
産
、
そ
し
て
寺
族
を
守
る
た
め
に

も
、
防
犯
意
識
を
一
層
高
め
、
寺
院
の

防
犯
対
策
を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
講
師
と
し
て
群
馬
県

警
の
高
崎
警
察
署
員
・
宗
務
副
所
長
・

教
区
議
会
議
長
・
天
台
宗
災
害
補
償
制

度
担
当
者
・
民
間
警
備
会
社
二
社
を
招

き
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
崎
警
察
署
生
活
安
全
課
署
員

に
よ
る
講
話

　

生
活
安
全
課
署
員
か
ら
は
、
過
去
の

侵
入
盗
事
犯
か
ら
の
調
書
や
捜
査
情

報
を
も
と
に
、
狙
わ
れ
や
す
い
寺
院
の

特
徴
や
、
犯
人
が
嫌
が
る
効
果
的
な
防

犯
対
策
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
音
と
光
を
用
い
る
対

策
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
人
が

近
づ
く
と
光
る
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
設

置
」
や
、「
踏
む
と
大
き
な
音
が
な
る

防
犯
砂
利
の
敷
設
」、
更
に
「
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
」
も
合
わ
せ
て
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
闇
バ
イ
ト
の
よ
う
な
犯
罪
に

青
少
年
が
加
担
し
な
い
よ
う
地
域
で

導
く
必
要
も
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

万
が
一
、犯
人
と
対
峙
し
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
無
理
に
犯
人
を
取
り

押
さ
え
た
り
せ
ず
、
何
よ
り
も
人
命

を
第
一
に
、
自
身
の
安
全
を
最
優
先

す
る
よ
う
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

民
間
警
備
会
社
二
社
に
よ
る
紹
介

　
「
国
際
警
備
（
株
）」「
セ
コ
ム
上
信

越
（
株
）」
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
具
体
的
な

防
犯
警
備
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
導
入
し
や
す
い
防
犯
カ
メ

ラ
の
紹
介
か
ら
各
寺
院
に
合
っ
た
防

犯
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
ま
ず
は
防

犯
対
策
を
見
直
し
て
、
民
間
警
備
の
導

入
も
検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で

し
た
。　

　
今
回
の
研
修
会
は
、
防
犯
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
具
体
的
な
対
策
へ
と
つ
な
げ
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
に
と
っ
て
大

変
有
意
義
で
あ
り
、
各
自
が
自
坊
の
防

　

群
馬
天
台
青
年
会（
小
川
晃
龍
会
長
）

は
、
令
和
七
年
六
月
八
日
、
北
前
橋
部

龍
蔵
寺
を
会
場
に
、「
自
殺
対
策
研
修
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
青
年
僧
が
様
々
な
社
会
課

題
に
触
れ
、
幅
広
い
知
見
を
育
む
こ
と

を
趣
旨
と
し
た
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
研

修
」
と
い
う
取
り
組
み
を
企
画
し
て
お

り
、
今
回
は
そ
の
第
一
回
と
し
て
、
自

殺
予
防
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
に
協
力
を
仰
ぎ
、
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が

悩
み
を
抱
え
る
方
の
支
援
の
入
り
口

に
な
る
と
い
う
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

に
つ
い
て
や
、
大
切
な
人
を
自
死
で

亡
く
し
た
ご
遺
族
に
対
し
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
方
が
出
来
る
か
に
つ
い
て

な
ど
、
事
例
の
紹
介
や
対
話
を
再
現

眞
木
興
空
宗
務
副
所
長
に
よ
る

「
教
区
被
害
状
況
調
査
」
の
報
告

　

副
所
長
よ
り
、
研
修
会
開
催
に
先

立
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
教
区
被
害
状
況

調
査
」
の
結
果
報
告
が
あ
り
、
教
区
内

の
一
割
を
超
え
る
寺
院
が
侵
入
盗
被

害
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
、
被
害
の
多
く

に
共
通
す
る
侵
入
手
段
、
発
生
時
刻
等

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
案
が

「
深
夜
未
明
に
発
生
し
た
こ
と
」「
庫

裡
な
ど
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
が
狙
わ
れ

た
こ
と
」「
窓
ガ
ラ
ス
を
壊
し
て
侵
入

し
た
こ
と
」「
被
害
寺
院
の
ほ
と
ん
ど

が
警
備
シ
ス
テ
ム
未
導
入
で
あ
っ
た

こ
と
」
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
寺
院
に
複
数
回
被
害
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
一
度
き
り
と
は
限

ら
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

犯
体
制
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
　

し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
交
え
な
が
ら

解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
義
後
に
は
、
参
加
者
同
士
で
、
受

講
の
感
想
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
の

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
学
び
を
深
め
る
充
実
し
た
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

自
殺
対
策
研
修
開
催

自
殺
対
策
研
修
開
催

群
馬
天
台
青
年
会

群
馬
天
台
青
年
会　　



檀信徒会連盟会場の様子
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一隅を照らそう

明
・
自
灯
明
』
を
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
た
、
日
々
の
仏
道
実
践
が

大
切
。
せ
わ
し
な
い
世
の
中
だ

か
ら
こ
そ
丁
寧
に
仏
道
を
実
践

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
説
か

れ
ま
し
た
。

　

仏
教
徒
と
し
て
の
正
し
い
生

き
方
と
は
何
か
を
、
参
加
者
全

員
が
考
え
る
意
義
深
い
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
合
同
研
修
会
で
は
、

参
加
者
全
員
が
大
ホ
ー
ル
に
集

い
、
三
浦
祐
俊
宗
務
所
長
を
導

師
と
し
て
『
天
台
の
お
つ
と
め
』

を
お
唱
え
し
た
後
、
天
台
宗
布

教
師
中
央
養
成
所
修
了
生
で
あ

る
ウ
ー
リ
ィ
妙
教
師
（
西
前
橋

部
大
徳
寺
住
職
）
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ー
リ
ィ
師
は
『
泥
水
に
染

ま
ら
な
い
生
き
方
の
実
践
』
と

題
し
て
、
仏
教
徒
と
し
て
正
し

く
生
き
る
た
め
の
方
法
を
解
説

し
、「
自
分
の
心
の
中
に
あ
る

貪
・
瞋
・
痴
の
『
三
毒
』
に
は

や
く
気
づ
き
、『
三
毒
』
に
は

戒
・
定
・
慧
の
『
三
学
』
を
も
っ

て
対
処
す
る
。
そ
し
て
『
法
灯

善
光
寺 

大
勧
進 

副
住
職
就
任

西
前
橋
部
昌
樂
寺
住
職 

綾
小
路
乘
俊
師
が

令
和
六
年
十
二
月
三
日
に
善
光
寺
本
坊
大
勧

進
副
住
職
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

予　告 就　任

示 

寂

大
僧
正
・
権
大
僧
正
補
任

権
大
僧
正

富
岡
多
野
部 

圓
明
院

南
前
橋
部 

圓
福
寺
嗣

令
和
七
年
四
月
六
日

村
田 

妙
清 

師
（81歳）

東
前
橋
部 

圓
明
寺
住
職

令
和
七
年
六
月
三
十
日

室
生 

叡
信 

師
（77歳）

下
仁
田
部 

野
牧
寺
嗣

令
和
七
年
四
月
一
日

細
野 

智
香 

師
（100歳）

西
群
馬
部 

常
福
寺
前
住
職

令
和
六
年
十
二
月
十
四
日

金
井 

恭
純 

師
（89歳）

小
安 

和
順 

師伝
道
師
補
任
祖
山
研
修
会

檀
信
徒
祖
山
参
拝
研
修
会

第
五
十
回
群
馬
教
区

令
和
七
年
十
月
二
十
九
日
（
水
）
〜
三
十
一
日
（
金
）
実
施
予
定

令
和
七
年
十
月
十
六
日
（
木
）
〜
十
八
日
（
土
）
実
施
予
定

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟
・
伝
道
師
会
連
盟

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟
・
伝
道
師
会
連
盟

総
会
並
び
に
合
同
研
修
会

総
会
並
び
に
合
同
研
修
会

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

　

令
和
七
年
五
月
二
十
六
日
、

教
区
内
寺
院
の
僧
侶
・
檀
信
徒
・

伝
道
師
、
合
わ
せ
て
約
一
八
〇

名
の
参
加
の
も
と
、
群
馬
教
区

檀
信
徒
会
連
盟
・
伝
道
師
会
連

盟
の
総
会
並
び
に
合
同
研
修
会

を
群
馬
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
前
橋
市
）

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
、
檀
信
徒
会
連
盟

と
伝
道
師
会
連
盟
が
そ
れ
ぞ
れ

会
場
を
分
け
て
総
会
を
行
い
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
両
会
と
も

に
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

群
馬
教
区
選
出

天
台
宗
宗
議
会
議
員
就
任

南
前
橋
部 

永
福
寺 

谷 

晃
仁 

師

得　度
桐
生
部 

長
福
寺
法
嗣

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

新
発
意

三
浦 

祐
泰

（
十
一
歳
）


